
琉球大学学術リポジトリ

カンシャシンクイハマキ　Tetramoera
schistaceana
Snellen　の羽化および産卵に対する明暗の影響

言語: 

出版者: 沖縄農業研究会

公開日: 2009-01-29

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 大城, 安弘, Oshiro, Yasuhiro

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/0002015273URL



カンシャシンクイハマキＴｅ/γcz"ＺＯＧγczscﾉbjStzzMzｿzaSnellen

の羽化および産卵に対する明暗の影響

大城へ聖／要､
（琉球農業試験場）

２．産卵消長調査

調査方法は日昼（10～17時）羽化しためすおす１対ず

つを，直径９cmのシャーレに入れ，その夜からの受精

卵，未受精卵別に産卵消長を調べた．羽化および産卵消

長時の照明区は40Ｗ白色蛍光ランプ２本と，２０Ｗ白色蛍

光ランプ１本を処理個体より80～100ｃｍ離して照らし，

暗区は印画紙包装用の黒袋を用いた．

Ⅲ実験結果

Ｉはじめに

カンジャシンクイハマキ刀/””０８γαSc"ｊｓ雌,CCZ"α

Snellenは沖縄をはじめ，日本（九,州以南），台湾，フ

ィリピン，インドネシア，セイロンなど東南アジヤに広

く分布するサトウキビの重要害虫であり，沖縄において

もその被害は少なくない.本虫についての調査・研究は，

沖縄においては沖縄県立糖業試験場（1921年）時代か

ら，台湾においては飯島（1938年）など多くの報文があ

る．しかし羽化および産卵活動が夜間行なわれるせい

か，沖縄においてはそれらについての報告がほとんどな

い.筆者は1966年～'69年にわたって本虫の生態について

調査する機会を得，一部は既に発表した（東・大城，

1966）が，化学的防除もさることながら，生物的防除を

行なうに当っては本虫のマスプロが必要であり，本虫を

多量に得るにはどうすればよいかとの疑問に答えるた

め，本虫の羽化，産卵にもっとも関係深い明暗に関する

実験を若干試みた．その結果をここに報告する．

本文に先だⅧちづ調査研究を進める上でいろいろ御指導

下さった琉球農業試験場病理昆虫研究室長官良高忠氏を

はじめ，同室研究官東清二氏に厚く御礼申し上げる．

Ⅱ実験材料および方法

１．羽化時刻調査

調査方法は，直径10cm，高さ８cmのガラス製飼育ポッ

トに湿ったろ紙を敷き，無処理区はそれに蕨茎にて飼育

して得た羽化３～４日前の蝿を多数入れ，羽化し次第取

り出して調査した．前蛎期処理は前蛎期から羽化まで処

理し，羽化前処理は羽化１～２日前から羽化まで処理

し，無処理と同法で調査した．これからの飼育，調査は

すべて25.Ｃ±１，湿度70％の飼育室内で行なった．

１．羽化時刻調査

第１表は２～３月と７～８月の自然状態における羽化

状況を示し，第２表は25°Ｃにおける１～２月の長下に

ての羽化を，第３表は前蝿期処理で，明るくした場合と

暗くした場合を，第４表は羽化前処理で第３表同様示し

てある．

２～３月の自然状態の日長，温度においては17～21時

までの４時間で52％が羽化し，７～17時までの日昼でも

33％が羽化している．７～８月の自然状態では17時～２１

時までの４時間で68％が羽化しており，日昼では24％が

羽化している．２５°Ｃで１～２月の日長下では17～21時

までの４時間で72％が羽化している．日昼ではわずかに

５％しか羽化してない．

２５°Ｃで前蝿期処理24時間照明区では，１７～21時まで

の４時間で21％が羽化し，日昼では42％が羽化してい

る．２５°Ｃで前蛎期処理24時間暗くした区では17～21時

までの４時間で32％が羽化し，日昼では52％が羽化して

いる．２５°Ｃで羽化前処理24時間照明区では17～21時で

は13％が羽化し，日昼では47％が羽化している．25.Ｃ

で羽化前処理24時間暗くした場合，１７～21時までに16％

が羽化し，日昼では49％が羽化している．
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第１表（ｲ）２～３月の羽化時刻

化数一（頭）羽

羽化／時〆|刻《;/字;：
■の'ざ。.--●-◆--｡

、ペ､羽化数の百分比（％）
ﾍﾞ、早～…↑へ８ 計

時

■
▽

｛、｝）’（叩）●口如一ｍ》一一］ロ【蛆砠佃－．－。｜何ｍ加一二一｜［叩で。。■。ロ【蛆加舘一二一一（叩叩】二ｍ）｜【叩叩叩叩叩》・二一叩四ｍｍ叩宰》Ｐ（咀叩一二》一ｍ）［壺吋・・・。。（叩一ｍ亜皿ｗ》
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●

《》叩》一々宛］合一ロロロロ・一ロニニ刎砠、－．－．『・■■■■一】一口（｛・印）二『●Ｏ０ｐｐ－（、叩】●皿）一一Ｍ』』○口■。△ロ四ｍ伽一一・一《｛』皿一夕如聿】】●Ｌ【モエエ）○二勾如、一二一
二｜『・■■■■一

今｜『昌口官。．■一
．
『
ロ
■
■
■
■
一
．
’
『
■
■
■
■
■
－
６
．
『
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ー

０
１
６
０
７
９
２
６
２
１
７
２

１
１

１
１

０～７

７～１０

１０～１３

１３～１６

１６～１７

１７～１８

１８～１９
．．．ｌ‘

１９～、２０

２０～２１

２１～２２

２２;宮２３

２３～２４

戸
０
０
８
０
０
０
５
０
７
４
０
７

２
２
１
２
３
３

１
５

９

２

１０

３

１１

２３

１４

５

３

３

５

「、．

8３ 1769３ 100肝
計

第１表（ﾛ）７～８月の羽化時刻，
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第２表２５°Ｃにおける羽化時刻（１～２月自然日長）
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第３表Ｈ）前踊期処理と羽化時刻（24時間照明，２５°Ｃ）
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第３表（ﾛ）前鋪期処理と羽化時刻（24時間晴，２５°Ｃ）
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第４表（ｲ）羽化前処理と羽化時刻(24時間照明，２５°Ｃ）
●IｑｐＩ■
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２．産卵消長調査

第５表は２月における野外での産卵消長を示し，第６

表は25°Ｃ±１，湿度70％で２月の日長下における産卵

消長を，第７表は25°Ｃ±１，７０％の湿度で24時間明る

くした場合の産卵消長を，第８表は第７表と同条件下で，

24時間暗くした場合の産卵消長を示した．第９表は５ケ

６，７，８表に示した概要をまとめて示してある．

２月の自然状態と25.Ｃ,湿度70％で２月の日長下での

受精卵率はほとんど変わらず平均で82％を示している

が，２４時間暗くしたものは平均で70％と前二者より若干

低い．２４時間照明区では平均で９％と極端に低下し，受

精卵率最高でも42％と極めて低い．受精個体数は２月の

野外で19頭中18頭，２５°Ｃ無処理区で17頭中16頭，924時

間暗区で18頭中13頭，照明区で19頭中２頭となってい
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第４表（ﾛ）羽化前処理と羽化時刻（24時間暗’２５°Ｃ）

羽化数（頭）
羽化数の百分比（％）羽化時刻
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８
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４
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４
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左右され，それより低温になるにしたがって明暗同様温

度も関係してくるように思われる．２５°Ｃにおいて無処

理区は日昼（７～17時）５％の羽化率しかないが，前踊

期処理において照明区と暗区とは前者が日昼42％羽化し

ているのに比べ後者は52％と10％多い．羽化前処理をみ

ると照明区が日昼47％羽化し，暗区は49％とほとんど差

はない．それらのことから処理時期が本虫の幼虫期ある

いは卵期に始まると両者と無処理の差はより開くのでは

ないかと思われる．

産卵消長をみると，東・大城（1969年）が報告してい

るように３～４月において19～21時の２時間で全体の８０

％も産卵していることから，産卵には暗が必要であるに

もかかわらず，受精卵率では24時間暗区が70％と無処理

区よりも10％も低いのはおもしろい．また照明区は平均

で９％と非常に低くなっている．受精個体数をみると無

処理区と野外ではほとんど変らないが，暗区が18頭中１３

頭，照明区が19頭中２頭と少なくなっている．これらの

ことを総合してみると，受精卵率を上げるには一定時間

毎に明暗が必要であり，交尾には暗が必要であることを

示している.産卵前期をみると野外の平均が2.8日で無

処理より1.6日も長くなっているが，これは低温のため

で，成熟には温度が関係していることがわかる．また暗

区と無処理区はほとんど差はないが，照明区は前二者よ

り平均で４日も長くなっている．このことは明るいため

に産卵活動が抑制されていることを示している．産卵数

においては平均で無処理区208個，野外199個，暗区190

個と差はないが，照明区は81個と半分以下になっている

のは前記のように明るいため産卵が抑制されていること

が認められる．

る．産卵前期間は野外で最長４日，最短２日，平均2.8

日となっており,25°Ｃ無処理では最長２日，最短１日，

平均1.2日となっている．２４時間暗くした区は無処理と

ほとんど差はない．２４時間照明区では最長12日，最短３

日，平均5.1日となっている．産卵期間は野多が最長１７

日，最短３日，平均8.8日であるのに比べ〆無処理区，

照明区，暗区ともほとんど同値で平均7.4～7.6日を示し

ている．羽化後産卵最盛日までの日数は野外区と暗区は

平均で5.9日と5.5日とほとんど差はないが，無処理区は

4.6日と１日早くなっており，照明区は8.8日と無処理区

の２倍になっている．産卵数においては無処理区が１頭

当り平均208個ともっとも多く，次いで野外区の199個，

暗区の190個と大差はないが，照明区は81個と前三者の

半分以下である．めす成虫寿命は野外区と照明区が平均

で12日であるのに対し，無処理区と暗区は９日と３日も

短かくなっている．

Ⅳ者察

羽化時刻をみると自然状態では２～３月は７～８月よ

りも羽化最盛時刻が１～２時間も早くなっている．この

ことは日長に左右されていると思われ，夏よりも日没の

早い冬に早くなるものと考えられる．また２～３月の自

然状態で７～17時までの日昼でも33％が羽化しているが

これは他の時期には見られないことであり，主因はよく

わからないが日昼の照度または低温と関係があるのかも

知れない．第２，３，４表からもわかるように，前踊期

から羽化までと，羽化前に24時間照明しても，暗くして

も本虫の羽化は自然状態とは全く別の型になることがわ

かる．このことから25°Ｃ以上においては羽化は明暗に
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第５表野外（網室）における産卵消長（２月）
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①③
００ ０

９
④

０
｜
開 Ⅲ
⑥
｜
①

６５４７１９３４１０己０⑭⑥
□ＯＵ

５２
００

9４４１２３１９１９３１６
００００

⑰

６６１５３９２８１８００００③④
８０１２１０１５０００①②⑮

０００８７５２２８２５１８０

０００４９３２１２１８１５１９８６４７０

８２１８２１２２２１６８００００③⑨

⑭００
①③⑦⑯⑮⑳⑰⑪⑪⑫⑦⑮④⑦⑤ ④⑧

００１６６１２５１７１８１４８
０

iＵ

000悪’９巷０
００５４５５３９２６１３１４３ ２

１１
①

]６
０

１５１８
０００④⑤⑪⑫⑫④ ０

５９４０３８１６１８６９４１０００⑬、③

００７９４８１５９６３９７５３８３２６２５０１７５１０２７６３２３６１０１０

００⑳⑰⑲⑮⑪⑮⑪⑰⑬⑬⑭⑮⑦⑦⑤

００１０７５７８６９５４８３６０９４２４３３１２２２１２０８９４６５１１７８５

⑭①③

002.8115.2418.3112.7316.0611.１７８．７２５．８５３．１６２．３４１．２１１．３４０.4４０．２１０．１３ [)0.08011Ⅱ_Ⅲ



大城：カンシャシンクイハマキの羽化および産卵に対する明暗の影響 1５

第６表２５°Ｃにおける産卵消長

個体鑿圖|雪蝿 ３４５６７８’９１０１１１２１３１４１５１６１合計

１１０６１８０６０３９３３１１１９１２０
315

１０１３０２１０２１０②⑥③
152
⑮

６９
③

3２２８０ 129
⑬３１００③⑬⑳

１１２３３２６１８２２１３０４１０⑤⑨⑥
224
⑳

5０ ３８
③
1３８２１０５１

⑪
163
25５１０⑪

９７
⑤
4５３０３０１４７０ 223

⑦６１００①①
3８２５１４２４ 101

③
０７

③⑮⑭⑩⑲⑬

１０５
②③④

２０
①

2６ 2１０ 172
⑮

０

６９４１８２４００④⑭⑬
1４２
，

９

６７１４２０１５１１０
②

127
②

０1０

1３１１８２３０
⑭

５４
⑪

11
④①②

９１
④

３８
②

3０２９２０１４０ 222
⑥

０1２

1８ 1３７９６６８４５５
①③０

2９ 4５ 2１ 176
④

０1３

4０３２１１３１０３９
⑨

8８ 214
⑫

1４ ０ ０③
103
②

2６３０ 4０ ｎｌｌｏ 212

②
０1５

９１
⑪

４２
③

4１１０１３
Ｗ̄
－－宇一

|④
０⑤1６

⑩⑳

０ ０ ０1７
④⑮⑩ ⑳⑫，⑳⑬②⑬

受精卵
小計 307 6７３４８５２８２１８１７６３８８４５５０

⑰⑳⑳⑫⑳⑬②００①③

7７０５７３３２２１９３１０６５６１０４５６３

０２８４ 575 2923

未受精卵
小計 ③④ ③④①

１

⑭⑳ ０

396計 338 760

合
一
平
一

０ 3543

均 208.4

産卵割合0.039.5411.1821.4521.7416.１８９．０８５．４４２．９９１．５８０．２８０．１２０.1４０．１６０．０９ 100.0



沖縄農．‐業第９巻第１号（１９７０）1６

第７表２４時間照明と産卵との関係（25°Ｃ）

産卵Ｅ

個体番号
３４５６７８９１０Ⅲ213141516171819201合計羽化第２

当夜日目

③④０００１
⑨②⑫⑬⑭⑳⑮⑨①

００００④０⑤００００①０２
⑩

００②③⑩⑬①③⑳００⑦③①①①０ ⑯

００００①０００００①０４
②

００００①①００００００①０５
③

９１８４９１６１７８１９８２

００００００⑪⑬⑬⑮①②①⑥②③０

137

③
６

④
９

０００００⑤０④⑳⑮⑥⑪⑳０ |ら７

③
００００④⑨⑨⑮①０８

⑬

|③④０００ ０９
⑦⑤⑭④⑲⑤

④００００1０ ００００
④③①⑤⑬⑮⑦⑭③⑦②⑲

００００００⑤00④⑨０１１
⑬

④０００①①0⑩⑨⑰⑪⑫⑭⑩⑫⑤⑫⑨⑬⑫０1２

1３ ＯＯＯ⑩０①００００①0 ⑫

1４ ００００００００①０ ①

００００００００００００①０1５
①

００００００③⑪⑤⑪⑪①０1６
⑫

1７ ００００②⑥③⑦⑮０ ⑬

1８ ００００③⑦０ ⑩

1９ ０００００②①⑥⑥００００ ⑰
受精卵
小計

未受精卵
小計

００００００９１８４９１６１７１７１９８２００００１１４６

００②⑳⑰⑯③④④、⑫③⑮⑳③⑬⑨⑬⑪０１④
合計 ００２３０３７７８１３０２２７３６０２０３１０８１６９６２４５１６２０９１３３１０１１５４０

平均 81.1

000.131“２４風０８８"……j11J21q97403294Lo31別ｑ６Ｍ…2011000産卵割合



大城：カンシャシンクイハマキの羽化および産卵に対する明暗の影響 1７

第８表２４時間暗処理と産卵との関係（25°Ｃ）

個体鑿圓|雪蝿 ３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１合計

1９１９２８１７０ 9５３５２１１０００２
１３
①

1３ ４
②

５６
⑦

１４
②

皿
② ０２１０００

３３
⑥

３９
③

４１
⑦

1０７５
②

５
① 量０

270
⑮

４１
①

６４
④

１９
⑤

１５
⑥３１０①⑬

４１０００①③⑰③②②０ ⑳

３１
③

2４ ９
⑤

166
⑳５１００雷

２８
①

６
①

１５
③

０

５３
⑯

４１
６１０⑭⑩⑪③

６
③

６０

川
④
耐
⑰

７１０湯５６２９２４１８１２７０
１５３

００④②
３１
③

２８
⑤

１１
③

１２
②

５１
⑬

０８

．０⑤⑤⑩⑬⑳⑳⑬⑫⑥⑤０

１０１０⑥⑰⑰⑬０

⑬
一
妬
⑪
｜
川
⑬

１３
②

３９
①０１１１００③

157 1４２１０１１
⑲１２１０Ｕ②⑫

３４３２９１２３０１２７３４
１３１００①

8６

川
①
ｍ
⑪
｜
Ⅲ

４１１３９
⑳⑦

4５２９２６
⑦０１４１００⑥ ⑪

4８1５１０１４３６ 1２ １
０

０

、｜Ⅲ０つ砲一

１６１０⑥③ ⑳⑳⑮ 、⑬ ⑪③

1６７4８4８ 2６ 1６１５

０醤５２ ０1７

’１
０1８ ０② ⑤⑲ ⑳ ⑳

受精卵
小計 1７５１９５１３３６１３２３５２２５１477 303 606

０
０
０

2406０１６４１９７

未受精卵
小計 ④③④④④ ⑭⑳⑫③

202８３４０

０②①②

3５２４６３

⑯０⑬ ⑯

3424764 304 271295 6６１５０９０２３７計合

190.2均平

０６．９１８．６１１９．２１４．８６２２．２１８．８７７.9１５．８９２．４１１．１６１．０２０．７０．１７０．０８ 01100.0産卵割合



沖縄農業第９巻第1号（１９７ 0）1８

第９表 処理別比較表 域
Ｅ

》儲処理 別

野外(２ 月）

25°Ｃ（２月）

2４ 時間照明
（25°Ｃ）

2４ 時間暗
（25°Ｃ）

０産卵数は25°Ｃ無処理が平均208個，野外199個，

暗区190個で，照明区は81個となっており，照明によっ

て産卵数の減少することがわかった．

７）羽化後産卵最盛日までの日数は，２５°Ｃ無処理の

4.6日ともっとも短かく，暗区の5.5日，野外の5.9日，

照明区の8.8日となり，めす成虫寿命は無処理区8.8日，

暗区９日，野外11.6日，照明区12.3日となっている．

８）以上のことから24時間明るくしたり，暗くしたり

することは，羽化時刻を乱すことを示している．それは

処理時期が早くなればなるほどより強くなっている．ま

た24時間照明することによって，交尾，受精卵率，産卵

数，産卵前期などが強力に抑制される．２４時間暗区も，

受精卵率，受精個体数，産卵数など抑制されるが，照明

区ほどでないこれらのことから，受精卵を多く得るに

は一定時間毎の明暗が，また交尾，産卵には暗が必要で

あると考えられる．
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０２γαSc"ｉｓ/αｸﾞａＺ打aSnellenについて．琉球農業試験場

研究報告５：５１－７４．
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究（第１報)．台湾総督府糖業試験場報告５：７３～115.

Ｖ摘要

本稿はカンシャシンクイハマキＴ〕/γ…o”ａｓｺﾉｾﾉs/αグ

“"αSnellenの羽化と産卵におよぼす照明と暗の影響

を調査し，その結果をまとめたものである．

１）自然状態における羽化時刻は２～３月で17～21時の

４時間で全体の52％が羽化し，７～17時までの日昼でも

33％が羽化している．７～８月では17～21時間に68％，

日昼で24％が羽化している．

２）２５°Ｃで１～２月の日長下では17～２１時間に７２％

が羽化し，日昼は５％しか羽化してない．前蝿期処理２４

時間照明区の場合，１７～21時間に21％，日昼は42％が羽

化した．暗区は17～21時間に31％が，日昼は52％が羽化

している．羽化前処理照明区は17～21時間に13％が，日

昼は47％が羽化し，暗区は17～21時間に25％が，日昼は

４９％が羽化している．

３）受精卵率で，野外が平均82％，２５°Ｃ無処理区が

83％，暗区が70％，照明区は９％となっている．受精個

体数は野外19頭中18頭，無処理区17頭中16頭，暗区18堕

中13頭，照明区19頭中２頭となっており，照明によって

受精個体数，受精卵率の低下することがわかった．

４）産卵前期は野外が2.8日，２５｡Ｃ無処理区が1.2日，

暗区が1.6日，照明区が5.1日となっている．

５）産卵期間は野外が8.8日，他の三者は7.4-7.6日で

差はなかった．


